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§1. はじめに 

岐阜県北西部を走る庄川断層帯の最南端部には

水沢上地すべり（以下 ML：35.9363°N，137.0445°E）
と呼ばれる大規模地すべり地（V=2.2×10７㎥）がある．

ML は古文書に基づき AD1586 天正地震で生じたと

結論付けられてきたが 1,2)，地形・地質学的論拠が示

されていない．筆者らは地質調査と地形判読を基礎

として，ML の地形・地質的特徴と最新滑動年代を明

らかにした． 

§2. 地域概要と研究方法 

＜地形＞ML は飛騨高地南部に位置し，周辺には標

高 2000 ｍ以下の山岳が卓越する．木曽川水系吉田

川と支渓が ML 移動体を貫く．＜地質＞一帯には烏

帽子岳安山岩類が分布する．これは ML 西方の烏帽

子岳から 1 Ma ごろに噴出した安山岩と火山砕屑岩

からなる 2)．他に貫入岩，花崗岩，かんらん岩，美濃

帯堆積岩類も分布する．ML の北に庄川断層帯三尾

河断層(以下 MF：B 級)が走る．庄川断層帯の全長は

約 67km でほぼ北北西―南南東方向に走る加須良

断層，白川断層，三尾河断層（MF）の 3 条の左横ず

れ断層から構成される．MF の最新イベントは AD840

年前以降で，AD1586 天正地震が対応する可能性が

高い 3)．＜方法＞空中写真や DEM 傾斜量図等を用

いた地形判読と野外踏査を主な手法とし，踏査で採

取した材試料の年代測定も行った． 

§3.ML の地形と地質 

ML は 3 条の滑落崖と，複数の地すべり移動体に

分類される．やや開析された滑落崖は円弧状を呈し，

急崖をなす地点では Ea が露出する．全移動体の体

積は約 2.2×107 ㎥である（侵食部分を含む）．地すべ

り移動体は主に淘汰不良の安山岩の角礫と変形の

著しい凝灰角礫岩層からなり，一部でマトリックスに乏

しい．また，地すべり移動時に取り込んだと思われる

表土がパッチ状に分布する（パッチワーク構造）．P1

では吉田川両岸に地すべり堆積物とその上位に堆積

する堰止湖沼堆積物などがみられる．これらは左岸

（P1a）と右岸（P1b）で異なる性質を持つ．＜P1a＞ここ

ではパッチワーク構造をもつ安山岩の不淘汰角礫層

と，その上位に平行に堆積するシルト―細粒砂互層

が分布する．両層は間隙に礫などを挟まず堆積して

いるため，上位のシルト―細粒砂互層は降雨を直接

的誘因とした崩壊による堰き止めではなく地震を原因

とした堰止湖沼堆積物であると考えられる．地すべり

堆積物中の材試料の 14C 年代は cal AD 1493～1645

を示す．＜P1b＞層厚約 2 m のシルト～中粒砂の堰

止湖沼氾濫原堆積物がみられる．その下位には亜円

礫～円礫のやや淘汰の悪い未固結礫層が堆積して

いる．堰止湖沼堆積物の最下部から約 60 cm には直

径約 20 cm の丸太状の材は AD1615～1620 を示す．

堰止湖沼堆積物層最下部の材は cal AD1552～1634

である． 

§4. おわりに 

本研究は以下のようにまとめられる．①ML の各所

に大規模地すべりと判断できる地形や地質的証拠が

みられた．②ML は河道を堰き止め天然ダムを形成し

た巨大地すべりであった．③湖成堆積物中の材，お

よび地すべり堆積物中の材の年代から，地すべりの

発生は AD1493～1620 である可能性が非常に高い．

④ML の誘因となるイベントとしては地震が挙げられ，

年代値との整合性から 1586 年天正地震である可能

性が極めて濃くなった．しかし，AD1596 に慶長伏見

地震も発生しているため，慎重に検討する必要があ

る． 
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